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はじめに

今日のテーマですが､二階に上がって奥に人類史という部屋がありますoその部屋は､

医学部の第一解剖学教室にあります､小片コレクションと言われる古人骨資料と､人文学

部の考古学研究室が今までに蓄積してきた考古資料とを組み合わせて構成している,という

ことになっています｡今回はそれをやり易いように二回に分けてお話させていただくわけ

です｡ボランティア養成セミナーということですので､基本的なことをお話しするつもり

でおります｡今日の資料は綴じたものが4枚と追加資料1枚の計5枚ですo追加資料をご

覧いただきたいのですが､左側の方に今日のお話の概要のテーマが書いてありますo今日

は古人骨資料から､わが国､日本人を中心とした､その形質上の変化や食生活､それに生

業､病気や怪我とか風習､当時の社会状況などを考えてみたいと思いますo

内容的には二階の人類史の部屋に入って､右回りで回っていくと､このようなテーマで

配置されていて､先ず｢更新世人骨｣があって､次に｢人骨の変遷｣､日本人の変遷を縄文

時代の早期から現代人に至るまで､その頭骸骨ですけれども総て本物の現物資料で見るこ

とができます｡次の｢形態小変異｣は,それほど詳しくここでは触れる必要はないのかも

知れないのですが､その｢人骨の変遷｣.の一番最後のところにある現代人に､一寸変り種

の変異形のものがありまして､それに少し触れるという程度です｡その次に｢歯から分か

ること｣｡人体の中で一番硬い物質の歯は一番残りやすいのですが､その歯から何が分かる

かということです｡

次に骨からどういうことが分かるかというこ,tで､当時の食生活とか生業の問題とか病

気とか､風習､社会状況などが分かるわけで､そういうようなことの観察のポイントなど

をお話しする予定です｡それから｢屈葬人骨｣は､部屋の真ん中に枢みたいなものが二つ

置いてありますが､その両者とも縄文時代の屈葬人骨で､それについて触れたいと思いま

す｡屈葬とい･うのは縄文時代の埋葬の一つの様式ですo次は性別の問題で骨を見てどう

やっで性別が分かるのかということと､現代人と縄文人の人骨を比較して同じ部位を並べ

て､相違点はどこか､それは何に起因するのかということを見ていきたいと思いますo更

に｢外耳道骨腫｣というのがありますが､これは頭骸骨の耳の外耳道という穴があって､

その中に出来る骨の腫れ物が何故出来るのかというお話ですoその次に｢古墳人骨の地域

性｣｡この新潟大学の小片コレクションでは縄文人が一番多いのですが､それに続いて古墳

人骨が多くあります｡その古墳人骨を使って地域性を見るというテーマですo最後に｢赤
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い人骨｣という･のがあります｡これをま埋葬に伴って赤く塗ったのか撒いたのかという問題

があるわけですが､それは何のためか,赤は何を使わているのかというようなことをこつい

て触れたいと思いますo

1.ビデオの紹介

以上がざっと概要ですが､最初の更新世人骨に関して､更新世というのは資料のNo.1の

左側をご覧下さいo これは地質学の年代ですが､そこに白亜紀から完新世に至る大区分が

ありますo 更新世は昔洪積世とも言ったのですが,最近は更新世ということに切り替わっ

ています｡日本で言えば縄文時代以前の旧石器時代ないしは先土器時代とか､岩宿時代と

か言われる時代がこq)更新世に当りますし､完新世というのが縄文時代以降から現代をこわ

たる時代をこ相当しますo すなわち縄文時代よりも前の人骨をこ関してがここで触れる内容

で､更新世人骨というのはそういう意味になります｡縄文人骨は含みません｡

それで最初ビデオをご覧いただきますム.今日のお話に関係するものは2本あります.一

本は放送大学のビデオ教材の｢日本人の起源｣というものです｡もう一本はビデオライブ

ラリーというものですが､ ｢地の森シリーズ｣の｢古人骨で探る日本人の起汝｣というもの

ですo 今日をま分かりやすい｢古人骨で探る日本人の起源｣の方を少しご覧に入れたいと思

いますoこの放送大学の方のど≠ォ札束京大学名誉教授の埴原和郎先隼が監修していま

す｡もう一方は東京国立科学博物館人類学部長の馬場悠男先生が中心となりまして､科学

博物館の人類学系の人たちが手分けしてとこに登場してまいりますo非常長こ分かりやすい

良いビデオだと思います｡

最初これを見てから､場所を上に移して実物を見ながらご説明した方が理解しやすいと

思いますので､そのような形にしたいと思います｡

このビデオをま最近の研究からすると若干古くて､言丁正されているものも幾らか含まれて

おりますo
<例えば日本の更新世人骨の中で､例えば新潟大学が持っている石器を伴う今ま

で一番古い古人骨資料ということで誇りに思っていた資料があLりますo九州大分県の塗絵

人骨というのがそれですQ それについては詳しくは出てこないのですが､地図にそれが登

場してきたり､他に明石原人､葛生原人とか三ケ日人とかそういう最近まで教科書をこ｢日

本の更新世人骨｣という､形で載っていたものがそのまま出てきます｡しかし､最近ここ二､

三年でしょうか､人類学の研究が進みまして､それらがどうも怪しいといいますか,例え

ば人骨だとされて保管されていたのが他の獣骨であったりとか､年代が更新世ではなくて､

完新世､縄文時代以降の下手をすると近世の江戸時代の人骨ではないかということで､訂

正されているというあり様でして､最近の教科書ではそれらが判られて､.あっさりとした

記述をこなっているというような状況です.そういう点が問題点として残っていますけれど

ち,それを意識して見ていただければと思います｡

｢古人骨で探る日本人の起源｣
-ビデオ映写
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2.小片コレクションの概要

会場を二階に移して説明したいと思います｡

何度も足を運ばれている部屋だと思いますが､入り口左のケースに入っている人骨は全

部レプリカです｡この部屋の中にある他のケース内のものは殆ど本物なのですけれども､

このケース中のものだけが贋物であるということですo新潟大学では日本の古人骨を

1,800体位､全国に誇るほど持っていまして､その中に縄文人骨が400体位ありますoこれ

は日本国内では最も数が多く､尚且つ質の非常に高いものでありまして､ 1980年まで､小

片先生がご存命の頃まで新潟大学に､全国で出てきた縄文人骨が集められて管理されてき

ました｡それが今こうして標本として残っているわけですoその資料は例えばこれは縄文

人骨ですが､上黒岩という愛媛県の岩陰遺跡で四国を代表する有名な遺跡のものですo-そ

れと全国最大級の貝塚と言われる千葉県の加曾利貝塚ですが､南開東の縄文式土器のうち

中期の加曾利E式とか後期の加曾利B式というのがあるのですが､そう小う土器型式の標

識遺跡にもなっている､そういう非常に重要な遺跡のものですoさらにこの祖谷荒海とい

ぅのも荒海貝塚という貝塚のもので､南関東の縄文晩期の標識遺跡のものですo孝のよう

に非常に優れた標本があります｡

3.聖療人

最近までは大分県の聖蘇人が石器を伴った古人骨としては日本で最古のものということ

で､非常に評価が高かったわけです｡教科書にも登場していたわけですが､それが最近雲

行きが怪しくなってきまして､それは人骨は人骨だけれども､もしかしたら中､近世のも

のではないかというような疑いもかけられているという状況なのですoこれは2000年11

月5日に半晒した例の担造事件､日本列島の前期､中期旧石器時代遺跡の担造事件が多分

に影響を与えていまして､あの担造が発覚して､直接は関係はないのですけれども､それ

がらみで聖蘇洞窟から出てきた石器も怪しいということになったのです｡それは黒曜石製

の細石刃と言う石器ですが､その黒曜石が大分県に産出しない､地元の黒曜石でない､九

州は九州なのですが､違う地域のもっと離れた所の黒曜石が使われているということから

ぉかしいということになりまして,その細石刃は違う遺跡で出たものをそこに埋めておい

たのではないかと疑われてしまいました｡だから人骨もそういう点では怪しいという嫌疑

がかけられて､調査に関わった大分の別府大学の学長をされたこともある賀川光夫先生と

いう有名な研究者がいたのですが､週刊文春から第二の担造ということで叩かれまして､

その抗議のために自殺をしてしまったということがありましたoそれで最近遺族が文春を

訴えて勝訴しました｡

そういうことが尾を引いていまして､その人骨も本当に古いものかどうかというのは確

定していないという状況でありますoそういうことでなければ最初のコーナーのところに

展示しておいたのですが､残念ながらそういうような状況なので､展示から外していると

いうことです｡一方､先ほどのビデオで出ていらした科学博物館の馬場悠男先生が特に中
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心になって聖綾人の再検討をされているのです｡小片先生が前に鑑定されたときに頭骸骨

が非常に厚いことに注目しています｡現代人でも､縄文人でもそんなに厚くないのです｡

そういうことからこのように厚い骨は原始的というか更新世人骨の特徴だというような言

い方で鑑定されていたのですが､最近いろんな資料が増えてくる中で､馬場先生は日本の

中近世の人の中にたまにそういう変異的な非常に厚い骨の人がいるということで､必ずし

も骨が厚いということをもって古い骨だとは言いきれないのではないかというような見解

を出されています｡

ただ人類学者の中には､これは科学的な分析をして年代測定をした方がいいのではない

か､その結果を待って判断した方がいいのではないかという人が結構多いのです｡しかし､

その分析が非破壊ではなくて､破壊分析なのです｡そういうことなので､今これを管理し

ている医学部の先生方はそんな貴重なものを破壊するというのはもっての他だ､破壊分析

はまかりならんということで､結局その分析は出来ないでいるということです｡将来的に

非破壊でそういう分析が可能になればいいと思うのですけれども､なかなか難しいかもし

れませんo それで国立歴史民俗博物館の春成秀爾先生らが中心になって､聖蘇洞窟の再調

査を最近されています｡その結果では残念ながら中世にその洞窟遺跡が墓地として使われ

ていた痕跡があって､中世人骨が結構出てきているということです｡

それを除くと一番古い人骨というのが今ここにある愛媛県上黒岩の縄文時代早期のもの

です｡縄文時代は草創期､早期､前期､中期､後期､晩期と六期区分していて､そのうち

の草創期の人骨というのは全国的にも殆どないのです｡早期人骨としてはこれが最も古い

うちの一つに入るのですが､そういう中では非常に残りの良い人骨です｡これは慶応大学

などが調査にかかわづているものです｡そしてこの上黒岩人骨を含めてこれ以降は全部本

物であるということです｡

4. ~小片コレクションの弥生･古墳人骨

新潟大学では､日本の古人骨を非常に多く持っているのですが､残念ながら弥生人骨が

今展示してあるこれと二､三しかなくて､弥生人骨には恵まれていないという状況です｡何

故かというと弥生人骨というのは､北部九州それと山口県とその辺の地域に主に出ている

のです｡何故かというと向こうは酸性土壌などに直接触れない石棺-棄棺墓や砂地などに

結構弥生人骨が残って出てくるのです｡ところが東日本の墓制は､例えばこの辺もそうな

のですけれども､関東地方それから東北南部､中部地方にかけては､弥生時代中期段階に

おいては再葬墓といって､一旦骨にしましてそれを拾っ七壷に入れ替えて､再埋葬すると

いう埋葬をするわけです｡そういうことで骨の残りが悪い｡尚且つこちらは火山灰土壌の

酸性土壌に木棺腐朽後､人骨が直接触れるため非常に骨が残りづらい環境なのです｡それ

に対して何故縄文人骨が多いかというと､縄文人骨の多くは貝塚から出てきたものなので

す｡貝塚というのは員に含まれている炭酸カルシウム成分の影響でアルカリ性になって保

たれるのです｡そのために人骨が残されるという環境にありまして､縄文貝塚の多い東日
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本には縄文の人骨が非常に多いのですo そういう違いの中で縄文人骨がここに集まってき

たわけです｡

弥生人骨の資料が多いのは九州大学で､縄文人骨の多いのは新潟大学です｡古墳人骨は

両者共に比較的多くあります｡古墳人骨も残りづらいのですけれども､石室･石棺･横穴

墓などの中から出てきたりとか,そういうのが一応全国的に残っているということなので

すo 古墳人骨は300体位あって全国に誇れるものですo

5.更新世人骨のレプリカ

そうするとこれ以前の更新世人骨に関して､学生などに説明するのに資料が欲しいとい

うことになって,本物は無理なのでレプリカを昨年の学長裁量経費で購入したのです｡令

日本で世界の更新世人骨のレプリカを非常に多く持っているのは､国立科学博物館を除く

と隣の群馬県の富岡にあります群馬県立自然史博物館だと思います.そこが世界の古人骨

のレプリカを非常に精力的に集めている､館長以下ここに勤めている学芸員の人がそうい

うテーマでずうっとやってきたということもあってレプリカを持っているのです｡その群

馬県立自然史博物館自体は直接売っているわけではないのですが､そこで作ったレプリカ

の型を基に量産して納入業者が売っているのでこれを買ったということですo

この並び具合なのですが,基本的に一番左が

最も古い､猿人段階ですo それから一番右の新

しいホモサピエンスまで人類の進化順に並んで

います｡これが先ほどビデオで出てきた沖縄の

港川人のレプリカです(写真1)｡こちらがアフ

リカ,タンザニアのオルドバイ峡谷から出土し

たパラントロプス･ポイセイです.開けて触っ

てみましょう｡これは中でも出来がいいレプリ

カでかなりしっかりしています｡普通写真だと

正面から撮っているだけなのですが､これだと
写真1 更新世人骨レプリカ

(左から猿人･原人･旧人･新人)

真上からも､真下からも後ろからも見られると

いうことで非常にありがたいことです｡これらを比べてみると非常に面白いのですが､横

顔が素敵なので比べて見ましょう｡猿人.原人､旧人､新人と,このように変化していっ

ているわけです｡脳の容積がポイセイ猿人だと530ccだったと思うのですが､それから北

京原人で750-1200ccですか､新人が1400cc位で,また男性と女性で脳容積が違って,女

性の方が百何十ccか少ないのです｡一応そういう形で徐々に,先ず現代人の三分の一くら

いから,三分の二くらいになって,さらに現代人の脳容積になっていくという､そういう

変化が見られるということです.

この猿人段階の頭骨を見て下さいo これは頭に類人猿的特徴の失状稜というのがありま

す(写真2)｡何故こういうのが発達しているかというと,先ほども港川人のこの部分の説
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明で馬場先生がおっしやっていたように,現代人に比べる

と脇の空きが広いのです｡頬の骨を頬骨といっています

が､ここが出っ張ってここの入りが非常に深いのです｡こ

こには側頭筋という筋肉が入っていて､より発達している

からその阻噛能力で､非常に硬い木の実などを噛んだり､

繊維質の多いものを食べていたということで,こちらも同

じ所が発達しているのはそういうものの影響があるのでは

ないかといわれていて,だからこの猿人段階でそういう食

生活をしていたのではないかということです｡

次に歯の方ですが､これと一番新しいものを比べて見ま
写真2 バラントロブス･ポイセイの

頭骨矢状稜(レプリカ)

しょう.どうも残りが余りよくないのですが､一つの特徴

は上顎です｡この歯列の形がU字状で､クロマニヨン人は比較的円形に近いというか､丸

みを持っています｡パラントロプス･ポイセイの方は細長くなっていますけれども,こう

いう特徴がありまして､より猿人の方が類人猿に近い形態をしています.尚且つこの歯の

大きさを比べていただきたいのですが､猿人の方が新人に対して､この白歯を中心にして

歯が大きいのです｡そういうようなことも､より原始的であるということです｡

それから首の頚椎がつながってきますが,それはこの孔に来ますQ 比較的ホモサビエン

スの方がより中心に近くきているのです｡人間は直立しているのですが､頭の脳の重さを

直接地べたに受けるようになっているわけです.猿人はより猿に近くて少し前かがみとい

うか,そのような状態で､少し後ろ側に頭稚が付いてくるというところから､より類人猿

に近い特徴が見られるo そういうところも観察のポイントなので､普段は見ることの出来

ない場所ですけれども,鋳でも下において展示すればいいかも知れません.それもこのレ

プリカのおかさヂです(写真3)｡

これなどは非常に類人猿に近い,眼商の上の隆起が非常に発達していることがわかりま

すが､このネアンデルタール人も眉のところで非常に高まっています｡これも原始性があ

写真3 (左)パラントロブス･ポイセイの

頭骨レプリカ(下から)
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るといわれているのですけれども､真上から見ると特徴的で分かりやすいです｡それが

徐々に減ってまいります｡これは我々と同じホモサピエンスですけれども､港川人段階で

は,やはり眼高上弓が少し高まっています｡個人差があるので現代人でも出ている人もい

ますo限寓の形ですが,これは結構丸い形をしていますo そして四角っぼくなって､そし

て弥生人になって又丸みをもってくるのです｡

6.最古の抜歯と噛み合わせ

ここで一寸補足しておきますc港川人の中で､この人骨はそうでもないのですが,港川

人は何体か出ているのですけれども,そのうちの一個体に歯槽が埋まっているものがあり

ますo歯を抜いた直後は歯槽が穴になっているのですが,長年たって見ると､歯槽が埋まっ

てくるのですo埋まって稜を成すような形ですQ薄くとがったような形で盛り上がりに

なって埋まってしまうのです｡実はこの港川人の中の一個休にこの裏ん中の部分に抜歯を

思わせるものがあるのです｡もしそれが本当に抜歯であったとすれば世界最古かどうか分

かりませんけれども､日本列島では最古の抜歯になります｡因みに縄文人の確実な抜歯と

しては前期段階で,その時期はあまりいい人骨はないのですが､早期でもあまり抜歯の例

というのは聞きません｡前期段階から抜歯が出てきて､少ないのですけれども,増えてく

るのは中期以降です.だんだん盛んになっていき,後･晩期舶巨常に多いのです｡うちで

持っている中では前期の貝殻塚貝塚,私が調査に参加した遺跡なのですが､そこの抜歯例

が全国でも古いものですD これは下の顎もよく残っていますo先ほどの港川人ですが,更

新世人骨であれだけ残りがいいのは他に殆ど例がない位のものです.それでこの清川人と

いうのは貴重なわけです｡前歯の方も､これはレプリカなのであまりリアルに作ってあり

ませんけれども､かなり磨耗して､神経の部分が出てきているような感じです.エナメル

質から象牙質が出てきているように磨り減っていて,ある軽度の年齢に達しているだろう

ということが分かります｡

これは下顎の前歯が抜け落ちているのですが,そこが

観察できないものの,左の切歯が残っていますo これも

水平に磨り減っていて,こういう減り方というのはこの

次に続く縄文人とよく似ていますが,我々とは違う｡

さっきの石灰岩の割れ目の所から出てきたのですけれど

も,掘り出されて､これが現代人ではないというふうに

すぐ分かったのは,この歯が違う､噛み合わせが違うと

いうことですo縄文的なつながり､特徴を持っているわ

けですoすなわち､われわれ現代人は前歯が上と下とで

鉄のように噛み合わされます｡一方､縄文人は毛抜きの

ように噛み合わされるのです(写真4)｡他の部位の形も

結構似ているのです.これは中国のどちらかと言うと南
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部の柳江人などに頭の形が似ていますo

7.わが国の人骨の変遷

この棚では左上から左下に下りて､右上さらに右下に繋がりまして縄文,弥生､古墳､

中世､近世､現代という流れで展示していますoここは｢人骨の変遷｣というコーナーで

ぁります｡どのように形質が変化していくかを見ていくというコーナーですo先ず縄文人

の特徴は､頭蓋骨の高さが低いということですoずんぐりしていて横幅が広めで､四角っ

ぼくてがっしりした顎をしていると､そしてここの頬骨が発達していますo眼球の入る孔

の形が横長長方形ぎみであるという特徴がありますoそれで眼寓の上の眉のところが現代

人よりは発達して飛び出している｡鼻の付け根の鼻根部分が非常に窪んでいて､彫が深いo

そして横から見て鼻が高い｡我々よりも高いということで､鼻筋の通った彫の深いという

人であります｡こういうことが縄文人に総じて言える特徴でありますo

これは弥生人ですが､鼻根の部分があまり凹まない形で､鼻の傾きもあまり高くならな

くて､のっぺりしたような感じで鼻が低い顔つきになってくるということですo先ほどビ

デオの最後に山之内先生がご紹介していましたけれども､弥生人の中でも縄文的形質を残

した在来的な弥生人と､朝鮮半島から入ってきた渡来系の外来的な弥生人がいるわけですo

そういうことだから微妙に違いがあるわけで､この人は富山の方の弥生人なので､もしか

したらより縄文的な形質を残している可能性もあり､頬骨なんかが少し発達しているのか

も知れないのです｡だから典型的な渡来系の弥生人ではないかも知れませんoそういう問

題がありますが､基本的にはさっき言いましたように弥生人の場合は顔の高さが鼻根の付

け根から顎の先端ないしは前歯の辺りで測る計器があるのですけれども､それで縄文人よ

りも長くなっている｡顔が面長になりますoそういう渡来的な特徴が出てくるということ

す｡もっとも､こちら祖谷荒海の方がほっそりしていますo個人差なのか分かりませんが､

こちらの方が頬の所が発達していなくて一寸細面の感じがしますoこれは晩期なので､も

しかしたらそういう弥生的な形質に移行しつつあるのかも知れませんo

話が一寸逸れますが､この祖谷荒海貝塚という所ですが､ ･ここで晩期の縄文土器の全部

ではなくて､ほんの一点位だったと思うのですが､縄文土器の底に稲籾の痕が付いたもの

が確認されていまして､縄文晩期の農耕論の上で非常に重要な意味を果たしている遺跡で

す｡この遺跡をそういう観点から気になって､国立歴史民俗博物館の春成秀爾先生などが

中心になって再調査していますo古い調査は私?恩師の西村正衛先生などが中Jゎになって

早稲田大学が分担してやって､その段階で稲籾の圧痕があることが分かったのですが､そ

の後､最近ですけれども､その歴博で調査した結果､その貝塚の貝層で縄文土器の含まれ

ている層があるのですが､その貝層の土壌を分析したところ､そこから稲のプラントオパー

ルが大量に出てきて､もしかしたら縄文晩期段階に南関東では稲作農耕をやっていた可能

性もあるのではないか､ということも言われているのですoそういう西の方の弥生的な要

素が形質として逸早く入っているということもあり得るかもしれないのですoそういう点
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で注目される所です｡

その他こちらは古墳人になりまして.弥生から古墳-という時期は､ずうっと朝鮮半島

から渡来が続いていまして,古墳時代の後期あるいは飛鳥時代の段階までずうっと続くの

です｡そういう中で､この真備古墳人骨は岡山の方の人なので､より渡来的な影響が早く

入ってくる可能性があるかも知れませんcこの中世の島根県仁万坂灘人骨はかなり鼻が低

くなっていることが分かりますo横から見て鼻痕があんまり窪んでいなくて､のっペらし

た感じですoこの頑を真上から見ると卵形というか､非常に長いものです｡下の方の石川

県浮城1号人骨は近世のものですが,短頭化現象といって,上から見た頭の形が長頭から

だんだんと短くなっていくのですoこれはやはり食生活の影響があるのではないかという

ことが言われているのですけれども､そういう形態の小進化ということが指摘されており

ますo基本的には近世で短意化するといわれていますD

8.形態小変異

っいでにこの現代人ですが､この人を他のものと比べ

てみまして､この前頭部分の縫合がずうっとあります

(写真5)oこの縫合というのは年を重ねるとだんだんと

骨がくっ付いてきて見えなくなってくるのですoですか

らその縫合によってある程度年齢が読めるわけですo一

方で､菌の磨り減り方とか､歯の生え方などでもある程

度年齢が分かるわけですけれども,そういう中でもこの

人は年齢が22歳と書いてありまして､成人は成人なので

すが,この年くらいになると大体は,この縫合は消えて

くるはずなのですoそれなのに縫合が残っているという

のは非常に変り種です｡そういうわけでこの標本は非常

に貴重だということですo実はここの展示の現代人を選

ぶに当って､うちの大学には候補は沢山あったのですo

ところがこれを除いた現代人は全部前頭部が横に切られ

ているのです｡中の脳が見られるようにばかっと切られ

て,そういう解剖をやっているのですoそれなのにこの

人だけを何故切っていないかというと.これが非常に珍

しいので切らなかったのだと思いますoこれはそういう

形態小変異の一例というか,変り種の変異形であるとい

ぅことであります｡因みにこの人は男性ですoなお,こ

のような前頭部縫合の換る形態小変異の例は,日本歯科

大学新潟校の医の博物館でも見られますo
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9.性別の見分け方

次に､性別の見分け方をお話します｡性別はこの頭で見るのと,寛骨で見るのと､大き

くはその二つです.後は全体的な雰開気というか,かなりアバウトの部分があるのですが,

特に太さです｡例えばこの腕っ節とか足腰､足が非常に太いのですc これは見るからに男

性だという一例ですD縄文人だから現代人に比べればより太いのかという問題もあるので

すが､それにしてもこの人は非常に筋骨隆々としていて非常に発達しています｡それと頭

で,プリントのNo.2の⑤を見て下さい｡横向きの頭骸骨にラインが書いてありますが､前

頭隆起といいまして､女性はおでこが立ち気味で､男性は寝気味です｡ですから横顔で比

較的立っているのが女性,少し後ろに傾いている方は男性になります｡こういう特徴があ

る程度うかがえるということです.

次にここに二つの寛骨がありますが､そこに大坐骨切痕という決りが入っています｡女

性は鈍角に近い形で開いていて､男性の方はこ

こが鋭角に入っているのです｡左側のこの空

間が比較的狭くて､右側のこちら側は広いので

す.右側の方の寛骨が広くなりまして女性で

す.そういう見分け方です(写真6).それが

結構一般的に使われる方法です｡それを利用

すると,例えば右側は女性ですが､妊娠痕があ

ります.佐渡堂の貝塚6号人骨のものは､一寸

広めに見えているのですが,肝心の決りの所が
写真6 骨盤(左:男性､右:女性)

割れているのです｡これは男性でU字型です｡

こちら貝殻塚2号人骨は女性で決りが広いですo そちら堂の貝塚6号人骨に比べると全体

に骨が細身の人です.これは私が学部の学生の頃に発掘したものです.男女の見分け方に

ついては資料を見ていただければいいかと思います｡いろいろの部位について書いてあり

ますのでご確認ください｡

それに関連して妊娠痕というのがあるのですが,さっきの決りの入った右側の付け根の

所なのですけれども､この図の網がかかっているところがありますが,この一番左側が一

寸細くなっていますc 二番目が少し広くなってきて,三番目が一番広くなっていますけれ

ども､よりその部分が広がっているのが妊娠の回数が多いということですo 剥離してくる

という様子をうかがわせますo それで出産経験の有無を知ることが出来ます.

10.縄文人と現代人の違い

下の段は縄文人と現代人の違いです｡これは上腕骨ですが,比べて分かるのは､より角

ばっていて､筋肉の付きが多いというのが縄文人の方ですD こちらは分かりやすいと思い

ますが､これは大腿骨,太ももの骨です.中間部のほうが稜が発達していまして,断面図

がありますが,左側が縄文人で､右側が現代人でこの上の出っ張りが縄文人の方が非常に
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激しいo骨の裏側の筋が非常に発達していて､筋肉がこ

こに付くわけなのですけれども,膝を伸ばす大腿四東筋

というのがついているところが非常に発達していて､柱

状形成といいます(写真7)oそういう運動に優れている

のです.次に見られるのが腰骨(けいこつ)ですo太も

もは大腿骨一本ですけれども､すねの部分は二本の骨か

らなっていて､腰骨と排骨のペアで形成していますが,

やはり発達しています.その下端部骨が､蹄据という姿

勢をとるときに摺れるので少し窪むという特徴が出てい

て､西洋人などの椅子の生活をしている人たちにはあま

りその形は見られない｡そういう点で縄文人はこういう

姿勢をとることが多かったのではないか､そういう習慣

があったのではないかということです｡続く弥生時代の

写真7 大腿骨の比較

(左:縄文人.右:現代人)

ことですが､魂志の東夷伝の倭人の条の中に､日本列島の弥生人の倭人は貴人が来たとき

に這い躍ってお辞儀をするというようなことが書いてあります｡あるいは､そういうよう

なことにも関係するのかも知れません｡

ll.外耳道骨腫

次は外耳道骨腫です.耳の中のことなのですが,下顎の付け根があってその脇の所に穴

があります｡その穴の中をよく見るとその内壁に一寸高まりがあるのですけれども､それ

が骨腫で,何故出来るかということなのですが､それは潜水漁労,素潜りで魚を獲ったり､

員を獲ったりする海女さんとかがなりやすいのだそうです.現代人でもそういう人たちに

多いということらしいのです.どうも縄文人のうち海岸部の貝塚の中から出てくる人骨の

中にこういうのが多くて､そういう漁を縄文人はやっていたのではないかということが前

から指摘されているのです｡面白いのは先ほどのいわゆる貌志倭人伝に倭人はよく潜水漁

をしているという記事が出てくるのです｡そういうものと繋がってくると､縄文世界と弥

生世界が繋がってきますoそういうことで小片コレクションの人骨の耳の穴をずうっとの

ぞいてきたのですけれども,なかなか典型的な外耳道骨腫にはありつけませんでした｡だ

から言われるほどそんなにはないのかなという気がしているのですoだから海岸部の非常

に特殊な漁をやっているような所ではあるのかもしれませんけれども､全個体ではそうで

はないということです｡当然だと思いますけれど｡

12.縄文人の虫歯

菌の方では,虫歯の話をしたいと思いますoこの標本に虫歯があってそれを矢印で示し

ています(写真8)o私たちの虫歯の出来る位置と縄文人の場合とでは結構違うのです.縄

文人の虫歯で基本的には嘆合面という噛み合わせの面に虫歯が出来ている例というのは少

ilHil
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写真8 大日歯の側面にできた縄文人の虫歯 写真9 縄文人の前歯の異常な磨り減り(下顎)

ないのですo横の側面に出来ている例が多くて､何故そうなのかということですが,ここ

に一つ考えるヒントがありますcこれは愛媛県上黒岩岩陰遺跡の縄文時代早期の人骨です

が､見てお分かりいただけるように,水平に磨り減っているわけです(写真9)o我々の奥

歯も磨り減りますけれども,更に前歯が､我々はこのようには減らないわけでありますD何

故こうなるかということですが,ただの食生活だけでこうなるかというと問題です｡砂利

が入っているような食物を摂らなければならなかった生活が影響してこうなるのではない

かというのが言われるのですが､ここにカナダのイヌ

イットの､皮なめしをやっている女性の写真があります｡

歯を道具として使うといったことで､前歯を使うので当

然磨り減ってくるわけです(写真10)cだから虫歯が出

来ようにもその面はいつでも掃除しているような状況な

ので,岐合面に関しては作業面になっていて虫歯が出来

ません｡それに対して歯ブラシで歯を磨くわけではない

ので,側面には虫歯が出来るという考え方です｡

後は､見学者に説明していただくことで,面白いこと

といえば､縄文人に何故虫歯が多いかということです｡

皆さんにお配りした資料のNo.3の左上に表があるので

見ていただきたいのですが,それはここに貼り出してあ

る表の元になったものなのですが,この中には縄文人と

いうのは出てきませんD貼り出したものには縄文人が一

番下に入っていますo縄文人をわざと比故のためにこの

写真10 前歯を使って皮なめしをする

カナダのイヌイットの女性
『北極圏』 t:ユ-･ブロデイ編纂

監修 蒲生正男 平凡社発行
｢世界の民族シリーズ｣第16巻

1987. 97ペ-ジよL)引用

データに付け加えたものです｡この研究は長岡に県立歴史博物館がありますが,そこにお

勤めの学芸員,藤田尚さんがやられた研究によっています｡その方が全部調べたものでは

なくて外国の研究者が調べたデータを集成したのがこの表の原典です｡それを見て分かる

ように虫歯率というのがありますが,虫歯率がトップというのがギリシャの農耕民なので

すo表1の中で｢経済段階｣という項目がありますが､それはどういう生業をやっている

かということです｡農耕民であるギリシャ人の虫歯率が高く,狩猟採集民は基本的には虫
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表1 いろいろな集団の虫歯率

(藤田尚｢縄文時代人の顧歯について｣より一部改訂)

集団とその年代 経済段階 虫歯率(%)

アメリカ原住民(01dCopper) 狩猟採集 0.4

(B.C5,000)

アメリカ原住民p(ⅠndianKno11) 狩猟採集 0.4

(B.ーC3,000)

アメリカ原住民(カリフォルニア) 狩猟採集 2.4

--.(B.C1,000)
ギリシャ人

農耕 12.0■

(B.C3,000)

オーストラリア原住民
狩猟採集 4.6

(近代)

エスキモー(グリ丁ンランド) 狩猟採集 2.2

(近代)

エスキモー(アラスカ) 狩猟採集と交易 1.9

(現代)

縄文時代人
狩猟採集 8.2

(B.C10,000-B.C500)

歯率が低いということがお分かりいただけるかと思います｡後者のアメリカ原住民は

o.40/o､グリーンランドのエスキモーは2.20/.､アラスカのエスキモーは1･90/oと､虫歯率は

低いのセすo,〕縄文人は狩猟採集民で､農耕はやっていないと最近まではいわれていたので

すが､何故か縄文人は8.2%と､ギリシャ農耕民と狩猟採集民との丁度中間ぐらいで､より

農耕民に近いパーセンテージです｡世界の原住民の狩猟採集民に比べるとぐっと縄文人の

虫歯率が高い｡その理由として考えられること臥縄文人は狩猟採集民であるといっては

いたけれども､縄文人は農耕をやっていたのではないかというのが一つの考え方としてあ

ります｡古くから縄文農耕論というのが言われているのです｡さっき言ったように､最近

では縄文晩期の段階で稲を作っていたということが言われ始めて､稲だけではなくて､･他

の農耕もあったのではないかということも言われていますo･

もう一つ考えられることは､澱粉で糖質が出来て､有機酸が生じる｡それで虫歯が出来

るわけですが､そういう､澱粉質の食料を縄文人は沢山摂っていたのではないか､それは

穀類以外に何かというと植物性食料､例えば木の実､クリとかドングリなどではないかと

いうことです｡特にクリの栽培､例えば三内丸山遺跡ではクリの実が沢山出てくるとか､

クリの大木を柱に使った建物が出てきたりするわけですが､そういうことから三内丸山で

はクリ栽培をやっていたのではないかという説もあるわけです｡そういうようなことで,

そういう植物性食料を食べていたことによって縄文人は非常に虫歯が出来やすかったのだ

という説が考えられるのです｡そういうようなことを紹介していただければ面白いのでは

ないかと思います｡
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13.人類系統論

次にこれはごく最近入れた現代人の歯の模型

です(写真11)｡現代人の歯の数28本を縄文人

の歯の数32本と比べた場合､縄文人の方が4本

多いということが分かりますD我々の親知らず

は､縄文人には一般的にあったわけですが､そ

ういう形で現代人の歯の数が減ってきていると

いうことです(写真12)｡それと歯の大きさも

比べてみていただきたいと思いますo もう一つ

は前歯の断面形で,舌先で前歯の後ろを確認し

ていただくと,シャベル状になっています｡後

ろが窪んでいまして､こういう特徴というのは

北東ユーラシア地域の人たちの血の流れを引く

人たちにあったといわれているのですo 民族の

遺伝的形質であるといわれています｡これが縄

文段階ではあまり見られないのですQ ところが

弥生時代になりますと､シャベル状の切歯とい

うのがかなり出てくるのですo それは朝鮮半島

から渡来した人がそういうシャベル状の切歯を

写真11縄文人の下顎歯列と現代人の下顎歯

列標本(模型)

写真12 歯の数の多い縄文人(左)と少ない現

代人(右)一上顎

伝えてきていて,現在にもその形質が受け継が

れているということなのです｡

今日配りました一番最後のページを見てくださいo 一番上に｢HLA遺伝子頻度による

世界25集団の近縁関係｣というのがあります｡最近DNAとかそういう遺伝子レベルで比

較されたりしているわけですが､いろんな部位をとらえて形質的な特徴を総合的に判断し

て,何処の人たちにどういう集団が近いのかというのを検討していったこういう系統樹と

いう､グラフがありますo私たちがどういう人たちと近いのかというと,よく見てくださ

い｡第二次世界大戦のときに､不幸なことのあった朝鮮半島の人と日本人というのは非常

に関係が深いということで,弥生段階から朝鮮半島から人がやって来るわけですが､それ

が伝統的な縄文人を駆逐していくというか､混血をしながら在来の縄文的な伝統と朝鮮半

島から入ってきた外来的な要素が融合し､混血しながら現代人に至っているわけです｡そ

ういう中から伝わっていった要素なのですけれども､そういう中で日本人と朝鮮半島の人

は関係が深いということです｡

実際弥生人と現代の韓国人はDNAの分析で非常に関係が近いという結果が最近出てい

ますD それと国内の関係で､ ③の所を見ていただきたいのですが､アイヌ､沖縄､東北､

関西､関東､近畿､九州の関係があります.こういうふうなグラフをクラスター分析とい

うのですが,その中で皆さんも意外と思われるかも知れませんが､日本列島の一番遠い所
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同士､北端と南端､アイヌと琉球人というか､沖縄の人が非常に関係が深く､その次に東

北と関西という関係で､離れた同士に近い関係があって､その間に又真ん中同士が近づい

てくると､九州と近畿は近い関係にあります｡それは朝鮮半島から渡来人が九州や畿内に

やってくるわけですけれども､そういうところの関係が深かったということがあると思う

のです｡更に関西人､関東人という関係が出来てくるし､国内の中でも､勿論移動もある

わけで､特に現代社会の中ではかなり人が行き来しているわけですけれども､それでもこ

ういう傾向が出てくるということです｡特にアイヌの人の位置を確認していただきたいと

思います｡沖縄の人と関係が深いのです｡ビデオにもありましたが､縄文人とアイヌ人と

いうのが非常によく似ているということも､縄文的な形質を､北端と南端に残したという

ことです｡それがだんだん渡来人的な要素が､そういう人たちを駆逐していったというこ

とです｡

14.抜 歯

時間が来ましたのでさっとご覧いただければと思いますが､宮城県貝殻塚貝塚人骨が縄

文前期の抜歯の例です｡下の前歯､切歯が抜かれています｡この中では一番古い段階の例

です｡古い段階ではあまり沢山抜かないで一部だけです｡だんだんと派手になって沢山抜

いて､あんなに抜いたら食べるのに大変だったと思うのですが､だんだんと増えていく傾

向が見られるかと思います｡これは佐渡の三宮貝塚のもので､これも下の方も上のほうも

抜いています｡切歯の二番目､上顎の二番目の切歯の左右を抜いています｡縄文時代の後

期段階で比較的新しいものです｡佐渡の抜歯には東北南部の影響が認められますo東北か

らの文化が海を越えて佐渡に入っている可能性があります｡実際に佐渡から出てくる土器

の中には東北的要素を持つ後期､晩期の土器が見られます｡そのように遺物の方からも東

北からの影響がうかがえるということになります｡

15.骨から分かること

ここは｢骨から分かること｣というコーナーですが､これはペンダントにした人骨､東

骸骨､頭の頭頂から後頭部にかけての骨に孔を開けてそれをペンダントにしたものです(図

2) (写真13)｡非常に残酷だ､と現代人の私たちは思うかもしれませんが､果たして当時

はどういうつもりでやっていたのか｡このペンダントになった人と､ペンダ㌢トを身につ

けていた人との関係が､例えば親族関係だったのか､それとも全く関係のない違う部族の

リーダーを殺して戦勝首のようなものをぶら下をヂているのか､それによって大分考え方が

変わってくる可能性があると思うのです｡場合によってはDNAの分析で､例えば親子と

か､兄弟関係などであればDNAレベルで分かってくると考えられますので､ペンダント

になった人と､ペンダントをしていた人の両方のDNA分析をして､それが結びつ桝ま面

白いなと思います｡しかしDNA分析は基本的に破壊分析ですのでちょっと難しいです｡

ここにある焼けた人骨は縄文晩期から弥生前期くらいにかけて骨を焼く風習がありまし
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て,火葬にしていたのかどうか分からないので

すが､そういう例が結構ありますo これは青梅

町の寺地遺跡のものです｡その他に負傷人骨と

いうのがあります｡これは上腕骨で横からよく

見ると､孔が開いています｡この孔にはおそら

く鋸が刺さっていたのだと思いますo これは縄

文人なのですけれども､千葉県の高根木戸貝塚

から出たものです｡何故錨が刺さったのかとい

うことなのですが,昨年亡くなられた国立歴史

民俗博物館の館長をされていた佐原最先生が,

｢日本人は弥生時代になってから戦争をやるよ

うになった｡それまでは戦争はやらなかったの

だo 集団対集団の戦い,抗争はなかった｡戦争

をやるようになったのは弥生時代の農耕社会に

入ってから｡土地争いとか水争いということで

戦争が起こるようになった｡｣というような言い

∈愚
威頂骨(佐太講武) 前頭骨(崎ヶ良)

図2 人骨使用部位

写真13 ペンダントになった縄文人の頭骨

(左:島根佐太講武.右:同･崎ケ鼻)

方をしています｡もし縄文時代に殺し合いがあるとしたら,それは個人的ないがみ合いと

か､そういうようなことでの個人的なことだというような言い方をされていましたが,そ

れではこの人は個人的な抗争で殺されたのかという問題があるわけですD狩猟のときに狩

を皆で共同でやるわけですが､たまたま獲物に間違えられて射られた､誤射された可能性

もあると考えられますo 因みに､この人は射られてからしばらくの間､死なないで生きて

いたということが分かります｡それは骨増殖といって骨が増殖していることからうかがえ

ます｡最近四国の高知県居徳遺跡というのが調査されまして,そこから縄文時代後,晩期

で,最近の研究では三千五百年前とかいっていましたが､縄文人骨に殺傷人骨が多い例が

報告されました｡一体､二体ではなくて集団的に殺された様子がうかがえる人骨が大量に

出土したということで､佐原説を否定するような例がでているというのが,新聞報道され

ておりました｡そういうのをどうとらえていくかというのが,今後の課題となると思いま

す｡

16.屈 葬

屈葬に関しては縄文時代の埋葬方法には色々な方法がありまして.伸展葬といってず

うっと体を伸ばして葬るとか,こういう屈葬があったり､長管骨といって長い骨,上腕骨

とか大腿骨とか腰骨とかを井桁状に組んで､その真ん中に頑骸骨をちょこんと載せるとい

うような盤状集積葬という葬り方も稀にはあるのです｡珍しい例ですがo一般的にはこう

いう屈葬というのが多く見られます(写真14)o これは何故やったかというと,いろんな

説があるのですが､一つは死んだ人の悪霊が生きている人に何か危害を及ぼさないように
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わざと折り曲げて葬ったとか,あるいは､墓穴

を掘る際の省力化だとか､胎児が母親のお腹の

中に入っていたときの姿勢がこういう格好で

あったので,又再生するようにということを

祈ってこういう姿勢をとらせたのではないかと

いう､穿った説もありますcいまだに分かって

いないのですけれども､こういう姿勢のものが

多いということです｡
写真14 屈葬人骨(宮城･貝殻塚貝塚.縄文

前期)

17.赤い人骨

最後に,そこに赤い人骨がありますo埋葬に赤を使うということは,この日本列島では

北海道の後期旧石器時代から一部ですが既に見られます｡縄文時代においても認められま

すo総てが総てではなくて稀でありますが｡それが弥生時代から古墳時代になると結構赤

を使った埋葬が多くなりますoこの赤は何かというと,色々な説があるのですけれども､

一つは魔除けo二つ目は血の色･生命の色であって､これを又再生を願ってやったのだと

いう説もありますo赤の材料にどういうものを使っているかという問題もあるのですが,

水銀朱とか弁柄､酸化第二鉄というものを使っていますo日本民話では､お月様の中でウ

サギが杵を持って､餅をついていることになっていますが､古代中国では朱を鳴いて精製

しているのだといわれています｡それは何のためかというと,不老不死の薬,仙薬を作る

ためだとのことです｡道教の思想では､仙薬をウサギが精製しているということらしいの

ですqそういうことで､その中国の道教の朱が不老不死の薬として使われており､それが

日本に入ってきて､それを死者に振りかけ､再生を願ったのかどうかという問題があるわ

けですQ葬送儀礼において､こういう赤い顔料を弥生時代からかなり使うようになってき

たということがうかがえます.

とりあえずこれで終わりにしたいと思いますo遅くまでご苦労様でしたo

(終わり)
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